







The Problem of Disciplinary Punishment at the Department of Literature in 
the Final Stages of the University of Tokyo Struggle and the Assumed 




















































長代行特別補佐だった福武直，植村泰忠，坂本義和，鈴木成文の 4 人が 1969 年 4月前後に会議し




















































































1977 年 2/18　東京高裁で被告人最終意見陳述。6/30 判決。
1991 年 8月　加藤一郎ほか『「大学紛争」を語る』。
1993 年 8月　鈴木貞美「四半世紀ののちに…」。
1995 年 9/2　「東大全共闘 26 年後の証言」放送。
2009 年 7月　小熊英二『１９６８』上下。
2014 年 1/30　「東大紛争秘録」放送。






































らについては，68 年 2月20日評議会で配布された 1月23日の「評議会記事要旨」には「総務部長，
前回記事要旨を朗読，別紙のとおり修正のうえ承認された」と記されており，こっそり修正された
のではなく，1月23日の評議会で修正発言があって承認されたことがわかる。






























































































































































































































































述べる。加藤執行部の回想会議記録は，2014年 1月30日放送の「東大紛争秘録 ―― 四五年目の真実」
で広く知られた（http://www.nhk.or.jp/gendai/articles/3461/1.html）。これは，1970 年 6月7日こ
ろ 2日間開かれた会議の記録らしく，藤井隆前理学部長が定年教授と呼ばれているから 1970 年 4
月より前の会議ではないだろう。おそらく東大闘争裁判で起訴された 611 被告中統一公判を要求
した336被告のうち，1970年 2月中旬に法廷闘争の方針を転換した85被告（分割公判反対「貫徹組」
に対する「転換組」）が 5月 20日から法廷での反証に入ったこと（朝日新聞 700520）に対応したも
のだろう。鈴木が作成した「補佐の記録」（「東大紛争回顧録」ⅠⅡⅢ）をもとに加藤一郎と大内力
が主に語った会議では，加藤執行部成立前の 10月26日の評議会から安田講堂の攻防で入試中止が













































































































































会館で 41 人（うち助手 1 人），4月28
日沖縄デーで 82 人，9月5日日比谷公
会堂で 1 人が逮捕された（主に加藤一
郎関係文書。遡れば 68 年 10月14日医






　文学部では，学友会委員長や書記長ら 6 人が 2月4日に逮捕されたが，それでも学生はストをや
めなかったし，人文系大学院の学生も活動を強めた。2月5日の人文系斗争委員会糾弾資料（写真
4，B4 紙 17 枚）は，配布中止の文学部教授会「仲野雅君の処分問題について」（68 年 12月1日）や
加藤代行への「要望書」（68 年 11月20日）や文学部長林健太郎「文学部学生諸君へ」（69 年 1月27日）
や「確認書」関係の当局文書何点かを含み，次の大学院学生ビラも収めている。人文系闘争委員会




































































































































































東大の多数教官がムゴい人を支持したということだろうか。その 1973 年 4月に私（清水）は大学に
入ったが，それまで大学生が何を暴れているのか不思議でならない中学生であり，高校生だった。
　1971 年には東大闘争裁判の法廷審理が進み，加藤一郎は，東京地裁で八度（72 年にも二度）証




























　東大闘争裁判は，安田講堂 B グループ 25 名の場合，73 年 1月に弁護団および特別弁護人の最終
弁論，4月6日に木梨判決があり，74 年 2月に 14 名が控訴した。77 年 2月18日の被告人最終意見
陳述は，陳述書の大半を文学部処分問題に当て，文学部処分の事実認定と適法性を問題とした。退
































ら，止めることはなかなか難しかったでしょう」（『戦後 50 年その時日本は』3〔東大全共闘 26 年







































は信じ難い愚行」を，なぜ東大全共闘は行なったのか。」 このうち注 255 の内藤国夫『ドキュメン
ト東大紛争』（6904）には「白紙還元」の文字はなく，「文学部処分問題についてはあらたな処分制
度をつくることによって追加処分問題も含めて再検討したいこと」などが非公式に打診されたとあ





























































































































































































































張は，どれだけ顧慮されただろうか。69 年 4 月前後の 4
補佐の会議ののち，70 年 6 月 7 日ころ加藤執行部の回想
会議が開かれたとしたら，69 年 10 月の折原の主張への
言及があってもおかしくないし，なければ回想会議の時
期について疑問がふくらむ。ちなみに回想会議の記録に
は，折原への言及が二度ある。68 年 8 月に折原論文（「東
京大学の死と再生を求めて」680821 パンフレット，のち
『中央公論』6904）が現れて，非常にシリアスな段階に











（ 6 ）―― 2014 年 6月22日に長谷川宏から聞いたところ
では，この二文書は 69 年 12月のストライキ解除から一
年有余を経て，人文系の大学院生の集会で示した総括文
書であり，一時は人文系院生約 300 人のうち約 150 人は
全共闘派だったが，一年有余を経ても大学院生だけで
30 人くらい集まったという。
（ 7 ）―― 2014年7月29日の鈴木貞美からの返信による。
そもそも文学部処分を「白紙還元」にすると加藤執行部
が回答し，東大全共闘の中枢が「闘争全面勝利」とする















































68 .69 を記録する会「東大闘争資料集」全 22 巻，1992 年 8，9 月，国立歴史民俗博物館所蔵
　 そのなかに「授業再開を云う前に」690127 ころ，「人文系斗争委員会糾弾資料」690205，「人文系斗争委員会討論資料」
690219 が含まれる。歴博で作成された目録も有益。




東京大学法学部教授会議事録　1968 年 7 月-11 月，東京大学情報公開室開示
加 藤代行の共闘会議への「申入書」　1968 年 12月23 日，東京大学法学部附属近代日本法政史料センター原資料部所
蔵（加藤一郎関係文書）
東大問題資料 1『「七学部代表団との確認書」の解説』1969 年 3月
東大問題資料 2 『東京大学弘報委員会「資料」1968 .10 ⇒ 1969 .3』1969 年 8月
東京大学広報委員会『学内広報』1969 年 9月29日
山本義隆 『知性の叛乱――東大解体まで』1969 年 6月，前衛社
折原浩「東大文学部問題の真相」1969 年 10月26日号『朝日ジャーナル』
林健太郎「東大紛争雑感」1971 年 11月『心』（『歴史と体験』1972 年 3月収録）
折原浩『東京大学――近代知性の病像』1973 年 11 月，三一書房
東大闘争統一被告団（自立社）資料編集委員会『資料・東大裁判闘争』1978 年 7 月
長谷川宏「抵抗の持続」1983 年 10月『批評精神』
折原浩「相互理解不能状況」1988 年 6月『意味と情報』（『ヴェーバーとともに 40 年』1996 年 6月収録）
加藤一郎・大崎仁ほか『「大学紛争」を語る』1991 年 8 月，有信堂高文社
鈴木貞美「四半世紀ののちに…」1993 年 8 月『海燕』
平沢豊『OTHER VOICES 東大全共闘・68-70』2004 年 12 月，春風社
小熊英二『１９６８』上下，2009 年 7月，新曜社





































（2018 年 5 月 20 日受付，2018 年 10 月 1 日審査終了）
69
On December 23, 1968, at the final stages of the University of Tokyo Struggle, Acting President 
Ichiro  Kato requested the All-Campus Joint Struggle Student League （Zenkyoto） to come to the table 
for a final discussion. It is assumed that he proposed a  “blank slate” on  the issue of student 
suspension from the Department of Literature, but the League rejected this discussion. This 
assumption is not true. The author investigate the reasons why a student was suspended from the 
Department of Literature, why the League continued to demand a “complete revocation” of that 
suspension, whether or not the riot police’s battle  against students at Yasuda Auditorium on January 
18 and 19, 1969 could have been avoided, and why the struggle was prolonged up to December 1969 
only at the Department of Literature.
The problem of disciplinary punishment at the Department of Literature during the University of 
Tokyo Struggle finds its roots in the indefinite suspension of Tadashi Nakano, a Department of 
Literature student who got into a scuffle with Associate Professor Hiroshi Tsukishima and grabbed 
the professor by his necktie and hurled  violent words at him after the concluding meeting of the 
conference of students and professors at the Department of Literature on October 4, 1967. In the 
University Council, then Dean Tatsuro Yamamoto of the Department of Literature, exaggeratedly 
described Nakano’s behavior as the usage of “violent language unworthy of a student” that was 
directed against some teachers, and decided to punish him. This statement was revised a month later 
but the modification has not been disclosed. Dean Kentaro Hayashi, who assumed office at the 
Department of Literature in November 1968, did not discuss the detailed facts of Nakano and 
Tsukishima’s action, except for being placed under classroom arrest earlier in the same month, and 
maintained the official assertion of “ impolite behaviour” by the student against the teacher. Professor 
Yozo Horigome, who took on the role of the Dean of the Department of Literature in August 1969. 
erased Nakano’s suspension, but continued to claim that the suspension had been lawful and 
disregarded the fact that  Tsukishima was the first to act violently.
The disciplinary punishment at the Department of Literature was the second of two contentious 
issues of the University of Tokyo struggle. The first was the disciplinar y punishment at the 
Department of Medicine that turned to be an erroneous punishment of an absentee student. After this 
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punishment was completely revoked in November 1968, the second became a primary issue. On 
December 23, 1968, Acting President Kato proposed to the Joint Struggle Student League that he was 
ready to reconsider the suspension at the Department of Literature when the institution of disciplinary 
punishment would be modified. However, there was no prospect of approval of this proposal by the 
Department of Literature Dean Hayashi and other professors and the proposal was rejected by the 
Student League. It was not, ultimately, an offer that could be termed a “blank slate.”
Key words: the University of Tokyo Struggle, suspension of a student from the Department of 
Literature, complete revocation, blank slate, facts of the action
